
富士市空道協会 

富士市空道協会は平成 28年に結成し、令和 2年富士市体育協会に加盟致しました 

https://kudofujisan.wixsite.com/kudofuji 

１．空道とは 
突き技・蹴り技・投げ技・関節技・絞め技等、様々な技を駆使して勝敗を競う 

総合格闘スポーツです。 

空手は突き蹴り、ボクシングはパンチ、柔道は投げ技、寝技と限定した技の中で 

勝敗を競うのに対し、空道はあらゆる技を使用するのが大きな特徴であり他の 

格闘系スポーツとの違いです。 

安全面では、プロテクターを着用し年代毎にルールを整備して安全を 

確保していますので、どなたでも安心して取り組むことができ、「生涯スポーツ」 

として国内外多くの方に親しまれています。 

競技大会は毎年地区大会に始まり全日本大会まで開催しています。また、 

４年に１度のペースで世界大会が開催する等、世界にも広がりをみせている競技です。               

https://kudofujisan.wixsite.com/kudofuji


２．宮城県発祥のスポーツ 
空道は気仙沼市出身の東孝が仙台市において１９８１年に考案した、宮城県発祥の 

スポーツです。 

東は空道を通して、「培った肉体と精神は社会貢献のために使用すべき」との考えを 

提唱しており、組織的に「空道を通した健康的な生活、ひいては明るく豊かな 

地域社会の形成」の実現に向け活動を行なっています。 

 

※東孝（あずまたかし）１９４９年５月２２日生 全日本空道連盟理事長 

 

３．空道の理念 
空道は、以下の理念に基づいて活動しています。 

（１）空道の練習を通じて、心身を鍛錬し武道精神を尊び、健全な青少年の育成に努める。 

（２）空道の競技において、自己の可能性を追求し自己研鑽の場としながらも、単に 

勝敗のみにこだわることなく、スポーツマンシップ、友情、思いやりなど、人として 

大切な「心」を育む。 

（３）老若男女問わず、誰でもが空道に親しめる練習体系を有し、健康的で明るく 

豊かな地域社会を目指す。 

  



４．ルール概要 
（１）勝敗の決め方 

突き技、蹴り技、投げ技、関節技、絞め技等を直接相手に行い、技の的確性や相手の

「参った」の合図等により勝敗を決する。 

又、的確な技には得点が与えられ試合時間中に勝敗が決まらなかった場合は、その得

点の多少により勝敗を決する。 

＜得点＞ 

・的確な突き技、蹴り技、投げ技等＝1点 

・より的確で強い上記の技＝２点〜８点 

・絞め技、関節技＝８点 

 

 

    突き技           蹴り技           投げ技 



  

      関節技            絞め技 

 

（２）服装 

空道着を着用し更に安全確保のため顔面にマスクを着用の他、拳を保護する 

サポーター等を着用する。 

シニア部（３０歳以上）やジュニア部（１９歳未満）は、より高い安全確保のため、

上記の他に頸部や腹部を保護するプロテクターも着用する。 

    

空道着           マスク        拳サポーター 



    

 ボディプロテクター     レッグプロテクター  アームプロテクター 

 

（３）試合時間 

区分 

試合時間 

本戦 延長戦 

成人男子 ３分間 ３分間 

成人女子、シニア ２分間 １分３０秒間 

U１９男子 ３分間 ２分間 

U１９女子、U１６ ２分間 １分３０秒間 

U１３ １分３０秒間 １分間 

       ※U１９は１９歳未満 U１６は１６歳未満 Ｕ１３は１３歳未満を指します。 

 

 



（４）階級 

身長（cm）＋体重（kg）で算出する「身体指数」により次の６階級に分かれています。 

イ ２３０以下級 

ロ ２４０以下級 

ハ ２５０以下級 

ニ ２６０以下級 

ホ ２７０以下級 

へ ２７０超級 

ただし、ジュニア部については、より安全を確保するため年齢及び体重で更に細かく

階級を分けています。 

 

（５）競技大会 

次の大会を毎年開催しています。（世界大会は４年に１度） 

原則、イから順に上位選手が次の大会に進めます。 

イ 市区町レベル大会 

ロ 県大会 

ハ 西日本大会 



ニ 全日本大会 

ホ 世界大会 

 

５．生涯スポーツとして普及のために 
どなたにも取り組んでいただける様、空道は次の安全対策が確立されています。 

（１）プロテクターの着用 

突き技・蹴り技等による顔面の出血を防止し脳への衝撃を大幅に軽減するマスクの他、

ジュニア部は胸部、腹部を保護するプロテクターや頸部・手部等にもプロテクターを 

着用し、安全性には万全を期しています。 

（２）年代別ルールにより安全を確保 

様々な技を使えるのが魅力の空道ですが各年代で危険な技を禁止行為とする等、 

ルールにより安全を確保しています。 

イ 試合時間の短縮 

年代や性別により、試合時間を短縮することで身体への負担を軽減しています。 

ロ 禁止技 

危険な技を禁止技とすることで、より高い安全を確保しています。 

＜主な禁止技＞ 

・頭部から落下させる投げ技 



・後頭部への突き技・蹴り技 

・急所への攻撃 

・U１６、U１３については、大外刈り・絞め技・関節技 

 

６．国内の普及 
国内では２９都道府県に普及し約 1万人の方に愛好されています。 

＜都道府県名＞ 

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 茨城県 栃木県 千葉県 

埼玉県 東京都 神奈川県 新潟県 長野県 静岡県 愛知県 三重県 福井県 

奈良県 京都府 大阪府 和歌山県 兵庫県 広島県 山口県 大分県 福岡県 

宮崎県 沖縄県 

なお、海外では約 60カ国に普及しています。 

 

７．日本ワールドゲームズ協会に加盟しています 
空道は日本ワールドゲームズ協会（ＪWＧA）に加盟し、国民の皆様へのスポーツの 

普及とスポーツを通しての健康増進に尽力しています。 

 

８．日本アンチドーピング機構に加盟しています 
空道は日本アンチドーピング機構（ＪAＤA）に加盟し、「フェアプレイ精神」を軸に 



スポーツの価値を高め、競技者を薬害から守る活動を行なっています。 

９.その他 

各地区体協（体育協会）への空道連盟の加盟が重ねられており、2025年開催の青森国体 
（国民体育大会、新名称：国民スポーツ大会）において空道がデモ競技として実施される 
ことが決定している。 

以上 

 

  

無料体験実施中（全 3回お試し頂けます） 

体験①：打撃クラス 

（パンチ、キック、膝、肘、頭突き、ミット練習等） 

体験②：投げ技クラス 

（柔道の投げ、崩し、レスリングタックル、受け身等） 

体験③：寝技クラス 

（腕・足関節技、絞め技、反復運動等） 

＊実際に体験して空道を実感してください！！！ 

富士山同好会 



 


